
2025 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 有限会社　リースキンマキシマ

実施日程 2024年12月～

実施した生産活動・施設外就労の概要

洗濯されたタオルの検品、袋入れ等

利用者数　等 利用者２名、支援員１名

＜目的＞

地域連携活動のねらい

・利用者の社会復帰への自信に繋げる。

地域にとってのメリット

・障害者の方への理解が深まる。

対象者にとってのメリット

・社会性が身に付き、作業スキルが上がる。

＜成果＞

実施した結果

・仕事への責任感が生まれた。

得られた成果

・自分のことだけでなく、周りを見て行動できるようになった。

課題点

・タオルの種類が多く、ミスがある。

毎日元気にあいさつ、笑顔でお仕事されています。

利用者さん、支援員さん、パート社員との一体感があり、円滑に作業を進めています。

いつもありがとうございます。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 有限会社　リースキンマキシマ 担当者名 下山様

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ワークスタジオ伏見

住　所 京都府京都市伏見区桃山町因幡１０番地１０

2610982098

河合　麻由美

2024年度電話番号 075-644-7718

様式１


